
演習：
サーベイランスデータの解析

平成25年度
地方衛生研究所サーベイランス業務従事者研修
4月16日 15:30‐17:00



記述疫学
‐ 時間 ‐



記述疫学：時間

• グラフ化分析

• 適切な時間単位での集計が必要

• 時間変数の選択

発症日

報告日

• 時間とともに分母が変わる場合：割合を利用

• トレンドの表示：季節性



記述疫学– 時間 – の分析
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時の記述疫学の分析的要素
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時系列データの平滑化:移動平均

2005 2006 2007 2008

26 39 52 13 26 39 52 13 26 39 52 13 26 39 52 13

0 ‐

5 ‐

10 ‐

15 ‐

20 ‐

25 ‐

30 ‐

移動平均
52週

移動平均
12週

報告

週

報
告
数

（出典）http://ecdc.europa.eu、一部改変



時系列データの平滑化方法
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移動平均の期間の取り方の比較
週別サルモネラ報告, ジョージア州, 1993-1994
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長期間の平均をとると過去の値の影響を受けすぎることがある
→適度な期間の選択が必要

（出典）http://ecdc.europa.eu、一部改変



演習



演習①トレンドの解析

• データファイル：演習_配布用_当日.xls
• 利用するシート

– データシート：インフルエンザデータ

– データ加工用シート：データ入力

– 図：閾値図





インフルエンザデータシートからデータを
抽出し、入力

入
力



2008年から
2012年の1週

の合計

2008年から
2012年の1週

の平均

2008年から2012
年の1週の標準

偏差(SD)
2008年から
2012年の1週

の平均値

2008年から2012年の1週
の平均値+1.96SD



2013年のデータを
入力



「閾値図」シート
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定点把握疾患の報告の過去5年間の
同時期との比較

ている
2SDを超え

ている



報告数の入力

過去10年分のデータ 当該年・週のデータ



定点数の入力
過去10年分の定点数 当該年・週の定点数



定点あたりの報告数算出（自動）
過去10年分の定点あたり報告数 当該年・週の定点あたり報告数



グラフ作成のための計算1
過去5年分の平均 過去5年分の標準偏差(SD)



グラフ作成のための計算2

当該週の定点あたり数/過去5年のSD

標準化



定点把握疾患の報告の過去5年間の
同時期との比較グラフ（4週）
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例題

• 今シーズンはノロウイルスが流行する可能性が
高いとの報告を受けていた。そこで、毎週感染
性胃腸炎のデータから過去5年間の同時期との
比較を行った。

• 例えば、49週での状況を検討するために下記の
図を作成し、感染性胃腸炎の発生が過去と比べ
ての状況について検討を行った。

• ベースライン（平均値）、閾値、（ベースライン
+2SD）のグラフを作成し、検討を行った。

• 問：どのように解釈をしますか？



感染性胃腸炎（2012年）
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設問

• あなたはインフルエンザの発生状況について2月に開
催される感染症の評価委員会で現状評価を求められ
ている。配布したインフルエンザのデータをもとに図表
を作成し、次の1), 2)の検討をグループで行なって下さ
い。

1) 2013年1週から10週までの間で扱う週を決めて下さ
い。Sその週の発生状況を過去5年間のデータを用い
て図を作成し（図1参照）、状況についての解釈を行
なってください。

2) 2012/13年シーズンの発生状況の推移をグループで
検討し、2012/13年のシーズンについての解釈を行
いがどんな状況かを検討し、解釈を行ってください。

※グループでの話し合った内容を発表して頂きます（5分
程度）


